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夏まきレタスの品種と播種期の違いが花芽分化に及ぼす影響

斎藤隆雄常・竹川昌宏*加藤雅宣*

嬰約

初秋に収穫する作型に適する夏まきレタスの品種選定に関する基礎資料として 6品種の花芽分化の早

晩を明らかにするため，生長点を経時的に観察し以下の知見を得た.

1 7月26日播種では，収穫開始6目前の播種後49日に全ての品種で花芽分化し，結球しない株が多

かった.一方8月58播種では，収穫開始48前の播種後65日においても 4品種で花芽が分化せず，

全株の収穫が可能で、あった.

2 {共試品積では「キャスパー j，fヘジラ j，fマイヤ-jの花芽分化が遅かった; fサウザー jは先

の3品種に比べてl花芽分化が早いものの，その後の抽だい時の花茎の伸長速度が遅いと考えられた.

3 花芽分化にる積算温度は品種および播種期で異なり 7月26日播穣では11850Cで全ての品種が花芽

分化したが， 8月5日播種では収穫時に14000C桂度に達しても花芽分化する株が少ない品種がみられた.
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緒言

レタスの花芽分化および抽だいは高温が一要閣であり，

作期拡大への障壁となる.また近年の温暖化が初秋に収

穫する作型において花芽分化および抽だいに及ぼす影響

は少なくないと考えられる.従って晩抽性品種を選抜す

ることは重要と考えられるが，近年育成された品種を用

いて花芽分化の早晩とそれに続く拙だいについて検討し

た研究は少ない.

そこで，初秋収穫に適する夏まき品種候補として一次

選抜したレタス品種の花芽分化の様相を明らかにするた

め，経時的に生長点を観察した結果，いくつかの知見を

得たので報告する.

材料及び方法

試験は兵庫累加西市において行った.供試品種は予備

試験で初秋の収穫に有望と判断した 5品種とし.対照品

種として淡路地域で10月中旬以降に収穫する作型で用い

られる fJ31Jを加えた(表1).供試金品種を2004年7

月268および8月5日に200穴セル成型トレイに播種し，

育苗は無加温ガラスハウスにおいて行った.定植はそれ

ぞれ8月168，9 JJ 3日に行った.本ぽにおける施肥量

はNPK成分でそれぞれaあたり 1.6kg，1.6kg， 1.6kgと
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し，畝If癌1.2m，株間25cmの2条千鳥植えとした.花芽

分化の調査は 1品種あたり 6偲体を経時的に採取し，

生長点を実体顕微鏡により観察Lた.花芽発育段階は岩

見2) の分類を器に分イヒ初期以降の形態が確認されたとき

花芽分化とした.問時に結球重および茎長を測定した.

収穫物調査は収穫時期に達した株から瀬次行った.花芽

分化と積算温度との関連を考察するために，植物体高さ

の気温を育苗時および定植後にデータロズfー付き温度計

(TR-71S， T&D社製)を使用して脱走した.センサー

設置位置は育苗時でセルトレイ上面のlOcm高，定植後で

は畝上部のlOcm高とした.

品種

オンタリオ
キヤスノTー

サウザー
ヘジラ
マ イ ヤ ー

J31 

表 l レタス供試品種

稜苗業者 タイプ

サカタ
横浜植木
タ キ イ
ツ jレタ
住化

日本アグリス

結果

マック
サリナス×エンパイヤ
カjレマー×エンパイヤ
エンパイヤ×マック
マック×エンパイヤ
エンバイヤ

7月26毘播穂では，播種49日後の 9月13日に 5品種で

花芽分化がみられ，中でも fJ31Jは 6株r:t5株で分化し

ていた(表2).収穫開始6目前の 9月188では，金品種

で花芽が分化していた.結球外抽だい(結球しないで花

茎が突出する現象)は全品種で発生し，収穫物でも全品

種の全株で花芽が分化していたが， fサウザー jは結球外
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表2 生育時におけるレタスの花芽分化株数と収穫時の花芽分化、抽だいおよび形状(7/26播種・ 8/6定植)

9/13 (播種後49日 9/18(播稜後54日) 収穫時 (9/24~9/30) 村ホ
一一iり説ゼー一一一一一一一一一一------ils-5t-.-------------M結球外一一一一一一… 12泊二i証訟でL一句

拙だい
球室主 茎長花芽分化村球重 装長花芽分化株率 全議 球重 球径 芯長花芽分
(g) (cm) 1 u7J  -'J I U (g) (cm) 1 u7J  -'J I U 1'1'-'-- (g) (g) (cm) (cm) 化株察

オンタリオ 18 3. 1 1 /6 64 4.7 6/6 57 541 273 13.9 6.0 100 
キャスパー 20 3.0 2/6 53 4.4 5/6 55 605 314. 14.6 6.7 100 
サウザー 27 2.5 2/6 96 4.7 6/6 21 556 275 13.9 4.6 100 
へジラ 24 3.0 2/6 73 5.0 6/6 50 615 284 15.0 6.0 100 
マイヤーお 2.9 0/6 50 4.3 4/6 78 589 266 14.4 4.6 100 

131 21 3.5 5/6 38 5.7 6/6 32 679 35815.27.5 100 

*播種翌日から調査(収穫)日までの 50C以上の積算気温 **分母は調査株数，分子は花芽分化した株数を表す.

***結球した株について調査，調査株数5~12株

表3 生育時におけるレタスの花芽分化株数と収穫持の花芽分化および抽だいおよび形状 (8/5播種・ 9/3定植)

10/4 (60日 10/9(65日) 収穫時(1O/13~10/22) *U  

---i254OC-'-一一一一一一一一一一一---i3Z-5oC-.------一一一一結球外 E---------.… 1語6二両面4でV

抽だい

す詰花芽分r す詰花芽分化株率すす諮宿探護

オンタリオ 29 3.4 0/6 98 4.0 0/6 0 541 341 14. 1 4.0 78 
キャスパー 35 3.6 0/6 157 5. 1 0/6 0 605 343 15.0 3.7 20 
サウザー 57 3.4 0/6 130 4.4 1 /6 0 5δ6 375 13.4 3.8 70 
へ ジラ 53 3.6 0/6 154 5.2 0/6 0 615 340 14.9 3.6 12 
マイヤー 38 3.0 0/6 143 4.5 0/6 0 589 326 14.7 3.3 17 

J31 25 3.9 0/6 124 6.0 6/6 0 679 369 14.9 4.4 96 

*播種翌告から調査(収穫)自までの 5"C以上の積算気温 **分母は調査株数，分子は花芽分化した株数を表す.

***結球した株について調査，諦査株数1O~27株

拙だいが比較的少ない上，芯長(収穫物の切断面から生 積算温度で花芽分化に達することが示唆された.近年育

長点までの長さ)が短かった.

8fJ5日播種では，花芽分化は播穂60日後の10月4日

でも認められなかった.収穫開始413前の10月9日では

iJ31Jの全株で花芽分化がみられたが，他の品種で、は「サ

ウザー Jのl株を除いて花芽分化は認められず，全品種

で結球外抽だいの発生はなかった.収穫時の花芽分化株

主与は iJ31jが96%，次いで、「オンタリオ j，iサウザー J

が約70%，iキャスパー j，iヘジラ j，iマイヤー Jで

は20%以下であった.

考察

7月初日播種では，花芽分化は播種後54日に全品穣で

発生していたが， 8 fJ 5日播種では収穫時でも花芽分化

する株が品種によっては少なく，抽だいの可能性は低い

と考えられた.花芽分化とそれに至る積算極度との関係

について，岩間ら1)は花芽分化期までの 50C以上の積算

i晶度は iGreat Lakesjで1700
0

C程度としている. 7月26

日播種で花芽分化が多くみられた播種後5413における

5
0C以上の積算温度は1185

0Cであった.花芽分化に至る

積算温度が低かった要国として，岩跨らが報告した当時

とはレタス品種の生理的特性に謹異があることが考えら

れる. 8月5日播種分では，収穫時期における積算温度

が1254
0

CであったlOfJ4日においても花芽分化がみら

れなかった.このことから高温期の播種ではより少ない

成された品種について積算温度を花穿分化時期の指標と

するには，播種時期による相違も含め新たに詳細な検討

を要する.

レタス品種の晩抽性はその分類においてエンパイヤタ

イプが最も高く，次いでマックタイプが高いとされてい

る4) エンパイヤタイプを片親に交配した品種「キヤス

ノ-¥-j， iへジラ Jおよび「マイヤー jは 8月5自f番手重

分において花芽分化がi堅かったことにより晩抽性を有す

ると考えられた.一方「サウザー jは8月5日播種で花

芽分化株率が前述の 3品議に比べ高かったが 7月26日

播種分で、は結球外抽だい株率が低かった.さらに収穫時

の芯長も短かったことから，花芽分化後の花茎の伸長が

比較的遅いと考えられ娩抽性を有すると判断された.抽

だいは花芽分化後の温度が高いほど促進するとされる

が3) 品種により抽だいに関する感温性もしくは花茎の

伸長速度が異なると考えられる.
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